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座談山の尾根から浜名湖方面 

(標高断面) 

        ボッカ訓練のつもりだったが、長距離を歩く為やや軽め

にした。それでも葦毛湿原からの登りで汗をかいてしまい、その後ウェアコン

トロールに苦労した。また道迷いは反省点である。 

 

 
 

       寒波襲来のなか雪山でない低山ハイクを計画した所、天野さんも参加するということで急遽おじさ

ん二人の山旅となった。葦毛湿原の駐車場から石巻山登山口への回遊で、バスで戻るという計画。やや曇りがち

で陽だまりという雰囲気ではなかったが、浜名湖や豊川流域の平野を存分に眺めることができた。 

 一本目の鉄塔(座談山)で出会った湖西市から来た方に、石巻山に行くと伝えると「途中廃寺跡がありますよ。昨

日はここから富士山が見えた。」と教えてもらう。地元にこんな山がある人はうらやましい。 

 一方天野さんから「モアイがある」といので、どんなものかを期待すると、その廃寺跡の大知波峠に 20 体ほどの

焼き物のリアルな埴輪(?)。お地蔵さんにも見えず一体なんだろうと思った。そこから林道を下ると石巻山登山口と

なり、無人の自然科学資料館で帰りのバス路線の確認。石巻山の最後の岩場は狭く、社内登山向きではないなと

思った。駐車場から自然歩道を行ったが途中赤ペンキに誘われ分岐を外れてしまい、たまたま山仕事の人に道を

教えてもらい、事なきをえた。低山は道が多く、道迷いの危険があることを改めて感じた。 

石巻小学校方面から見た石牧山は尖がっていてなかなか格好がよい。と思ったらバスが目の前を通り過ぎ、次ま

で 30 分あるということで 3km ほど歩くことに。何とか靴擦れせずにバス停にたどり着いた。 

 CL: 神戸、SL: 天野 

2/4 晴れ 

 7:30 豊橋駅集合 

8:00 葦毛湿原ｽﾀｰﾄ 

9:00 TV中継所隣の鉄塔

(座弾山)、一本 

9:25 神石山(324m)通過 

 10:05-10 多 米峠

(265m)、一本    

 11:00-10 大知波峠

(340m)、一本 

 11:45-55 石巻山自然科

学資料館、一本 

 12:10-15 石巻山(358m) 

 13:15 石巻山登山口 

 14:05 赤岩口バス停着 

 14:50 豊橋駅解散 

 

 

 

 

座談山から神石山方面 

石巻山 

 

 冬季低山ハイキング  

 

 
 
 
 
   豊橋、二川 

2012 年 2 月 4 日（土） 弓張山地 
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神石山-石巻山

座 談 山

大知波峠
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